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女

新
郷
村
小
学
校

　
　
陸
上
競
技
記
録
会

種
目

学
年 性 氏　　　　　名 記　録

１
男 福　山　泰　誠 ２０″２戸　来
女 深　沢　佳　香 １８″７川　代

第32回 新郷村小学校陸上競技記録会入賞者一覧（１位のみ）

１
０
０
ｍ

２
男 佐々木　誠　人 １７″７戸　来
女 佐　藤　　　環 １８″２西　越

３
男 村　上　巧　斗 １７″１戸　来
女 永　野　充加子 １８″７川　代

４
男 小笠原　功　大 １６″４戸　来
女 a　根　菜　摘 １６″５戸　来

５
男 下　村　修　也 １５″５戸　来
女 根　坂　秀　美 １６″６戸　来

６
石ヶ守　将　寛 １５″６

女 鹿　島　佳奈子 １６″２西　越

２
０
０
ｍ

男 西　越

４
男 田　中　胤　貴 ３８″８戸　来
女 佐　藤　ひなの ３８″１西　越

５
男
女 福　山　ひかる 戸　来

６
男 中　田　圭　武 ３９″１戸　来
女 a　根　　　薫 ３９″７戸　来

１
、５
０
０
ｍ

４０″４

５
男 高　橋　空　良 ５′５９″３戸　来

４
男 小笠原　功　大 ６′３５″０戸　来
女 a　根　菜　摘 ７′１８″９戸　来

６

畠　山　　　彩 ６′４０″４戸　来
男 下　村　翔太郎 西　越
女 鹿　島　佳奈子 西　越

６′４０″６
６′４４″５

３m３４
３m１４

３４m０２
２３m９３
３９m２５
３１m０２
２′５１″１
２′４６″２
２′３５″２
２′３８″１
２′３１″７
２′４０″８
２′２１″４
２′２６″６
１′０８″０
１′０７″９

３m４９戸　来
西　越
西　越

３m５８戸　来
戸　来
戸　来
西　越
西　越

下　村　修　也
岡　田　怜　奈
下　村　翔太郎
戸　田　穂奈美
高　橋　空　良
畠　山　　　海
石ヶ守　将　寛
佐　藤　菜々子
福　山　泰　誠 戸　来
深　沢　佳　香 川　代
佐々木　誠　人 戸　来
佐　藤　　　環 西　越
村　上　巧　斗 戸　来
永　野　充加子 川　代
田　中　胤　貴 戸　来
佐　藤　ひなの 西　越

戸　　来　　小

６
０
０
ｍ

走
り
幅
跳
び
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ

選抜リレー

５
男
女

６
男
女

５
男
女

６
男
女

１
男
女

２
男
女

３
男
女

４
男
女
男
女 戸　　来　　小

▲ 川代小１年深沢佳香さん
１年女子１００ｍ大会タイ記録

新
郷
村
小
学
校

　
　
陸
上
競
技
記
録
会

新
郷
村
小
学
校

　
　
陸
上
競
技
記
録
会

　
快
晴
に
恵
ま
れ
た
６
月
20
日
、

第
32
回
新
郷
村
小
学
校
陸
上
競
技

記
録
会
が
新
郷
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
開
催
さ
れ
、
42
種
目
に
延
べ

２
４
７
人
の
小
学
生
が
練
習
の
成

果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
、
戸
来
小
学
校
６

年
の
福
山
愛
李
さ
ん
が
村
民
憲
章

の
唱
和
を
行
い
、
福
山
廣
大
会
長

（
教
育
振
興
協
議
会
会
長
）が
「
体

力
と
思
い
や
り
を
持
っ
た
子
供
に

育
っ
て
欲
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

須
藤
村
長
の
祝
辞
に
続
き
、
戸
来

小
学
校
６
年
の
奥
山
洸
く
ん
が
「
力

い
っ
ぱ
い
頑
張
り
ぬ
く
」
と
元
気

よ
く
選
手
宣
誓
を
し
ま
し
た
。

　
競
技
は
、
１
０
０
ｍ
、
２
０
０
ｍ
、

６
０
０
ｍ
、
１
、５
０
０
ｍ
、
選
抜

リ
レ
ー
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
、

走
り
幅
跳
び
の
７
競
技
。

　
真
夏
を
思
わ
せ
る
日
差
し
の
も

と
、
選
手
た
ち
は
保
護
者
の
声
援

を
受
け
な
が
ら
力
走
し
て
い
ま
し

た
。

　
今
大
会
で
は
、
１
年
女
子
１
０

０
ｍ
に
大
会
タ
イ
記
録
が
樹
立
さ

れ
ま
し
た
。

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露

第32回
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グランドチャンピオンには
　根勇悦さんの肉用牛「めい」が輝く！

グランドチャンピオンには
　根勇悦さんの肉用牛「めい」が輝く！

グランドチャンピオンには
　根勇悦さんの肉用牛「めい」が輝く！

グランドチャンピオンには
　根勇悦さんの肉用牛「めい」が輝く！

～第22回新郷村畜産祭～

　
７
月
３
日
、
間
木
ノ
平
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
で
第
22
回
新

郷
村
畜
産
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
畜
産
農
家

が
丹
精
込
め
て
育
て
た
乳
用
牛
20
頭
、
肉
用
牛
27
頭
が
出

品
さ
れ
、
共
進
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
朝
早
く
か
ら
畜
産
農
家
に
よ
り
出
品
さ
れ
る

牛
が
運
び
込
ま
れ
、
ま
ず
は
獣
医
ら
に
よ
り
体
高
や
胸
囲

の
測
尺
で
す
。
審
査
は
乳
用
牛
が
月
齢
別
に
よ
る
４
部
門
、

肉
用
牛
が
育
成
牛
や
未
経
産
牛
な
ど
に
よ
る
４
部
門
で
行
な

わ
れ
、
八
戸

家
畜
保
健
衛

生
所
総
括
主

幹
小
笠
原
三

郎
氏
を
審
査

長
と
す
る
５

名
の
審
査
員

で
厳
正
に
審

査
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

　
あ
い
に
く

の
雨
模
様
の

中
、
比
較
審

査
場
に
引
き

出
さ
れ
た
牛

た
ち
は
、
こ
の
日
の
た
め
に
よ
く
手
入
れ
さ
れ
て
お
り
、

来
賓
や
畜
産
農
家
ら
が
見
守
る
中
、
発
育
や
体
型
、
資
質

な
ど
の
評
価
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
今
年

の
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
a
根
勇
悦
さ
ん
の
肉
用

牛
（
黒
毛
和
種
未
経
産
牛
）
で
「
め
い
」
号
が
栄
冠
に
輝

き
ま
し
た
。
共
進
会
終
了
後
に
は
、
会
場
内
の
畜
魂
碑
前

で
恒
例
の
家
畜
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
、
関
係
者
が
玉
串
を
奉

納
し
ま
し
た
。

◆
第
22
回
新
郷
村
畜
産
祭

 

優
等
賞
受
賞
者

　
乳
用
牛
の
部

第
一
部
　
a
　
根
　
　
　
豊

第
二
部
　
中
　
田
　
正
　
儀

第
三
部
　
才
　
神
　
敏
　
夫

第
四
部
　
中
　
田
　
正
　
儀

　
肉
用
牛
の
部

　
第
一
部
　
中
　
田
　
洋
　
一

　
※
第
二
部
　
a
　
根
　
勇
　
悦

　
第
三
部
　
a
　
根
　
　
　
晃

　
第
四
部
　
福
　
山
　
　
　
満

※
は
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
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７
月
１
日
、
平
子
沢
キ
ャ
ン
プ

場
内
の
ウ
ェ
ス
ト
ン
記
念
碑
前
で
、

「
第
15
回
青
森
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
」

が
開
か
れ
、
村
関
係
者
や
日
本
山

岳
会
青
森
支
部
の
会
員
ら
総
勢
約

80
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ウ
ェ
ス
ト
ン
は

英
国
人
宣
教
師
で
登
山
家
で
も
あ

り
、
明
治
35
年
の
大
凶
作
に
よ
る

青
森
飢
饉
の
際
、
本
村
に
救
済
の

手
を
差
し
伸
べ
た
こ
と
で
も
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
式
典
で
は
、
日
本
国
旗
、
イ
ギ

リ
ス
国
旗
、
村
旗
の
掲
揚
後
、
出

席
者
が
ウ
ェ
ス
ト
ン
と
山
岳
遭
難

者
へ
黙
と
う
。
須
藤
村
長
が

「
今
の
繁
栄
は
先
人
達
の
労

苦
の
上
に
な
り
た
っ
て
い
る
」

と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、
出

席
者
一
人
ひ
と
り
が
ウ
ェ
ス

ト
ン
碑
の
前
に
白
菊
を
献
花

し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
八
戸
山
友
会

コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
が
「
雪

山
賛
歌
」
と
「
ウ
ォ
ル
タ
ー
・

ウ
ェ
ス
ト
ン
師
に
捧
げ
る
歌
」

を
斉
唱
し
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
、
雨
が
降
る

あ
い
に
く
の
天
候
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
出
席
者
約
20
人
が

戸
来
岳
登
山
を
し
ま
し
た
。

　
あ
た
ら
し
い
新
郷
村
農
業
委
員

会
委
員
が
次
の
よ
う
に
決
ま
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
３
年
間
、
本
村

の
農
業
発
展
の
た
め
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

（
届
け
出
順
）

　
新
郷
村
商
工
会
の
女
性
部
（
畠

山
悦
子
部
長
）
と
青
年
部
（
前
川

原
規
幸
部
長
）
は
６
月
６
日
、
五

戸
広
域
農
道
の
美
化
活
動
を
行
な

い
ま
し
た
。
両
部
員
と
商
工
会
職

員
の
12
名
は
丹
内
沢
か
ら
崩
地
区

の
入
り
口
ま
で
の
約
５
キ
ロ
の

コ
ー
ス
で
、
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
、
袋
類
な
ど
を
約
３
時
間
か

け
て
拾
っ
て
歩
き
ま
し
た
。
参
加

者
は
「
草
が
伸
び
て
い
て
ゴ
ミ
を

拾
い
に
く
か
っ
た
が
、
き
ち
ん
と

回
収
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　
６
月
25
日
、
五
戸
地
方
建
設
業

協
会
（
村
下
萬
会
長
）
が
国
道
４

５
４
号
沿
い
の
草
刈
り
奉
仕
作
業

を
行
い
ま
し
た
。

　
同
協
会
は
五
戸
町
と
新
郷
村
の

建
設
業
者
で
組
織
さ
れ
て
お
り
、

毎
年
こ
の
時
期
に
草
刈
り
奉
仕
作

業
を
し
て
い
ま
す
。

　
五
戸
町
役
場
前
で
行
わ
れ
た
出

発
式
で
は
作
業
員
１
４
６
人
を
前

に
、
三
八
地
域
県
民
局
地
域
整
備

部
長
の
竹
内
春
繁
氏
、
三
浦
正
名

五
戸
町
長
や
北
紀
一
県
会
議
員
ら

が
激
励
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　
30
度
に
迫
ろ
う
か
と
い
う
暑
さ

の
中
、
作
業
は
五
戸
町
扇
田
付
近

か
ら
新
郷
村
間
木
ノ
平
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
付
近
ま
で
を
７
班
に
分
か

れ
、
草
刈
機
な
ど
を
使
い
沿
道
の

草
を
刈
り
取
り
ま
し
た
。

国境を越えた功績をたたえ

第
15
回

青森
ウェストン祭

農
免
道
路
を
清
掃
奉
仕

〜
村
商
工
会
〜

Ｒ
４
５
４
を
美
化
活
動

〜
五
戸
地
方
建
設
業
協
会
〜

Ｒ
４
５
４
を
美
化
活
動

〜
五
戸
地
方
建
設
業
協
会
〜

Ｒ
４
５
４
を
美
化
活
動

〜
五
戸
地
方
建
設
業
協
会
〜

Ｎｏ
１
２
３
４
５
６
７
８

委 員 氏 名
小　坂　　　敏
永　野　信　一
荻　沢　君　夫
川　代　惠　則
藤　村　正　勝
村　岡　和　俊
佐　藤　光　男
長　根　孝　衛

住　　所
戸来字小坂前
戸来字石無坂
戸来字上栃棚
西越字向平
戸来字扇ノ沢北向
戸来字中里家ノ下モ
西越字西越
戸来字荒巻

村
農
業
委
員
会
委
員

　
　
　
　
　
が
決
ま
る

村
農
業
委
員
会
委
員

　
　
　
　
　
が
決
ま
る
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ど
よ
う
塾

第２回

ど
よ
う
塾

ど
よ
う
塾

リ
ア
ル
な
人
形
に
大
歓
声

　
「
親
子
人
形
劇
鑑
賞
会
」
が
６

月
16
日
、
戸
来
保
育
園
と
西
越
保

育
園
の
２
ヶ
所
で
行
わ
れ
、
親
子

ら
約
90
人
が
人
形
劇
を
鑑
賞
し
ま

し
た
。

　
今
回
の
劇
は
、
人
形
劇
団
「
貝

の
火
」
に
よ
る
「
わ
ら
し
べ
長
者
」

と
「
こ
ぶ
と
り
じ
い
さ
ん
」
の
２

本
立
。
愛
嬌
た
っ
ぷ
り
の
人
形
が

歌
っ
た
り
、
踊
っ
た
り
と
ま
る
で

生
き
て
い
る
か
の
よ
う
な
動
き
に

子
ど
も
だ
け
で
は
な
く
、
大
人
も
興

味
津
々
。

な
つ
か
し

い
お
と
ぎ

話
に
心
温

ま
る
楽
し

い
時
間
を

過
ご
し
ま

し
た
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
の
大
切
さ
を
高
め

よ
う
と
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
「
子

ど
も
会
再
利
用
資
源
回
収
活
動
」

が
６
月
17
日
に
行
わ
れ
、
各
地
域

か
ら
た
く
さ
ん
の
資
源
ご
み
が
集

め
ら
れ
ま
し
た
。

　
古
新
聞
・
古
雑
誌
・
ダ
ン
ボ
ー

ル
が
美
郷
館
前
に
運
び
こ
ま
れ
、

ビ
ニ
ー
ル
な
ど
混
ぜ
て
は
い
け
な

い
も
の
が
は
い
っ
て
な
い
か
を

チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
、
ト
ラ
ッ
ク

に
積
み
込
み
ま
す
。
近
く
の

子
ど
も
会
の
メ
ン
バ
ー
や
各

地
区
か
ら
の
役
員
や
子
ど
も

た
ち
と
総
出
で
作
業
を
手
伝

い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
回
収
量
は
、
全

部
で
約
７
・
４
ト
ン
。
た
く

さ
ん
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

環
境
保
護
と
リ
サ
イ
ク
ル
活
動

環
境
保
護
と
リ
サ
イ
ク
ル
活
動

〜
子
ど
も
会
再
利
用
資
源
回
収
活
動
〜

　
い
つ
も
元
気
に
あ
ふ
れ
る
新
郷

村
の
女
性
た
ち
。
そ
ん
な
村
内
の

女
性
た
ち
を
対
象
と
し
た
婦
人

学
級
「
せ
せ
ら
ぎ
学
級
野
外
研
修
」

が
６
月
22
日
開
催
さ
れ
、
参
加
者

27
人
が
岩
手
県
洋
野
町
「
お
お
の

キ
ャ
ン
パ
ス
」
を
訪
問
し
、
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
と
陶
芸
の
体
験
学
習
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　
前
夜
か
ら
の
雨
で
心
配
さ
れ
た

天
候
も
、
汗
ば
む
ほ
ど
の
天
気

に
回
復
。
早
速
、
チ
ー
ム
を
組
み

「
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
体
験
」
。
打
っ

た
ボ
ー
ル
の
行
方
に
一
喜
一
憂
し
、

歓
声
を
上
げ
な
が
ら
コ
ー
ス
を
回

り
ま
し
た
。
ゴ
ル
フ
の
後
、
つ
か

の
間
の
温
泉
気
分
を
楽
し
ん
だ
方

も
い
ま
し
た
。

　
午
後
は
陶
芸
体
験
。
粘
土
を
「
手

ひ
ね
り
」
で
形
づ
く
り
ま
す
。
自

分
の
イ
メ
ー
ジ
通
り
に
仕
上
が
っ

た
ひ
と
、
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
も

の
か
ら
段
々
と
変
化
し
た
人
…
そ

れ
ぞ
れ
の
個
性
的
な
作
品
は
約

２
ヶ
月
後
、
手
元
に
届
き
ま
す
。

　
広
大
な
「
お
お
の
キ
ャ
ン
パ
ス
」

で
、
「
動
」
と
「
静
」
を
体
験
し

た
１
日
で
し
た
。

気
分
は

　
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
？

　
　
そ
れ
と
も
陶
芸
家
？

せせらぎ
学
級
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新
郷
俳
句
会

マ ン サ ク

だ
ら
だ
ら
と
話
終
ら
ず
梅
雨
に
入
る�

長　

峯　

ユ　

リ

ば
ば
二
人
杖
に
腰
か
け
梅
雨
晴
れ
間�

高　

根　

リ　

サ

梅
雨
晴
れ
間
ほ
ど
よ
く
の
び
し
草
を
と
る�

福　

山　

康　

子

来
な
け
れ
ば
来
な
い
で
恋
し
梅
雨
の
入
り�

戸　

来　

れ
い
子

亡
母
の
声
聞
こ
え
た
よ
う
な
青
嵐�

小　

坂　

良　

子

梅
雨
の
午
後
ル
ー
ペ
片
手
に
地
図
の
旅�

鹿　

島　

恵
美
子

十
字
墓
ヘ
ブ
ラ
イ
語
か
も
落
し
文�

村　

上　

て　

る

黄
緑
の
竹
藪
つ
づ
く
里
恋
し

福　

士　

香
芽
子

老
い
忘
れ
花
も
抜
き
つ
つ
草
を
取
る

鹿　

島　

と　

わ

大
き
め
の
薬
袋
や
梅
雨
に
入
る

金　

沢　
　
　

凡

　
県
で
は
、
故
郷
に
Ｕ
タ
ー
ン
し

た
い
方
、
祖
父
母
の
出
身
地
に
Ｉ

タ
ー
ン
を
し
た
い
方
な
ど
、
県
内

企
業
に
就
職
を
希
望
す
る
方
と
県

内
企
業
の
面
接
相
談
会
「
青
森
Ｕ

Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア
」
を
左
記
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

ご
自
由
に
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
　
時

　
８
月
12
日
（
日
）

　
午
後
１
時
〜
５
時

●
場
　
所

　
青
森
市
　
ラ
・
プ
ラ
ス
青
い
森

　
２
階
「
メ
イ
プ
ル
の
間
」

　
詳
し
く
は
、
青
森
県
商
工
労
働

部
労
政
・
能
力
開
発
課
（
電
話

０
１
７
│

７
３
４
│

９
３
９
８
）

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
６
月
20
日
、
青
森
銀
行
従
業
員

組
合
大
屋
祐
司
書
記
長
ら
が
本
村

を
訪
れ
、
青
色
防
犯
灯
10
基
の
目

録
を
須
藤
良
美
村
長
に
手
渡
し
ま

し
た
。
村
長
室
で
行
わ
れ
た
贈
呈

式
で
は
、
大
屋
書
記
長
が
「
防
犯

灯
が
犯
罪
防
止
の
一
助
と
な
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
」
と
述
べ
、
こ

れ
を
受
け
て
須
藤
村
長
は
「
安
全
・

安
心
な
村
づ
く
り
の
た
め
に
役
立

て
ま
す
」
と
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

　
青
い
色
に
は
心
理
的
に
落
ち
着

か
せ
る
作
用
が
あ
る
と
さ
れ
る
て

お
り
、
犯
罪
の
起
こ
り
に
く
い
環

境
づ
く
り
に
効
果
が
あ
る
と
の
こ

と
。
こ
の
防
犯
灯
は
新
郷
中
学
校

学
区
を
中
心
に
設
置
さ
れ
る
予
定

で
す
。

　
６
月
21
日
、
金
ケ
沢
地
区
の
有

限
会
社
・
泉
農
場
（
本
社
・
八
戸

市
、
田
中
信
幸
代
表
取
締
役
）
の

醸
造
所
で
、
新
郷
村
産
の
な
が
い

も
を
使
っ
た
焼
酎
の
仕
込
み
作
業

が
初
め
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
工
場
内
で
良
品
製
造
祈

願
の
神
事
が
執
り
行
わ
れ
、
関
係

者
約
30
名
が
玉
串
を
奉
納
、
そ
の

後
作
業
開
始
で
す
。

　
醸
造
技
術
者
で
農
学
博
士
の
小

西
康
夫
さ
ん
ら
が
、
直
前
に
作
っ

て
お
い
た
米
麹
を
、
30
度
ま
で
冷

ま
し
、
発
酵
タ
ン
ク
に
入
れ
、
水

を
入
れ
て
発
酵
を
開
始
さ
せ
ま
し

た
。

　
本
村
産
の
な
が
い
も
と
戸
来
中

里
地
区
の
湧
き
水
で
作
ら
れ
る
こ

の
焼
酎
は
、
来
年
春
に
販
売
開
始

の
予
定
。
新
郷
醸
造
所
で
の
直
売

を
中
心
に
、

村
内
小
売
店

や
酒
類
卸
売

店
へ
も
販
売

し
ま
す
。

な
が
い
も
焼
酎
を

初
仕
込
み

な
が
い
も
焼
酎
を

初
仕
込
み

な
が
い
も
焼
酎
を

初
仕
込
み

青
森
Ｕ
タ
ー
ン

　
　
　
　
フ
ェ
ア

青
い
光
で
安
全
・

安
心
な
村
づ
く
り

青
い
光
で
安
全
・

安
心
な
村
づ
く
り

青
い
光
で
安
全
・

安
心
な
村
づ
く
り

焼
酎

つ

ゆ

つ
え

こ
い

は

は

あ
お
あ
ら
し

は
か

ご

ぶ
み

や
ぶ
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平成18年度
新郷村国民健康保険特別会計

歳入決算額
歳出決算額
実質収支額

459,942千円
414,235千円
45,707千円

※基金積立　40,007千円
繰 越 金　  5,700千円

歳入決算見込額　459,942千円 歳出決算見込額　414,235千円

○国民健康保険法では、災害などの特別な事情がないのに保険税を１年間
　滞納すると、保険証を返還していただくことになっております。

○その場合には、「被保険者資格証明書」を交付されることになりますが、
これでお医者さんにかかるときは、いったん医療費の全額を自己負担して
いただことになります。

○保険税は、国保を支える大切な財源です。必ず納期内に納めましょう。

平成18年度の医療費総額は、約４億６千３百万円で昨年度から大幅に増加しております。
健康で豊かな長寿社会を支えていくために、正しい生活習慣と健康づくりで老人医療費増加を防ぎましょう。

※「療養給付費及び療養費」は、国保の加入者（老人保健該当者を除く。）
が医療機関に支払う一部負担金（通常 3 割）以外の 7 割に相当する額
です。また、「老人保健拠出金」は、国保の老人保健該当者に係る医療費
の決算額に応じて支払基金へ支払う額です。

国保からのお知らせ

国民健康保険税
151,724千円

国庫支出金
167,253千円

その他
36,601千円

一般会計繰入金
43,144千円

療養給付費
交付金

28,600千円

基金繰入金
6,943千円

県支出金
28,600千円

総務費
18,819千円介護納付金

31,264千円

保健事業費
116千円

その他
13,788千円

老人保健拠出金
61,962千円

高額療養費
20,093千円

療養給付費・療養費
265,683千円

出産費・葬祭費
2,510千円

区　　分 ９年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 単位

受 給 者 数 655 692 720 751 786 803 768 738 700 654

比　　　　率 17.52% 18.66% 19.66% 20.76% 22.04% 22.59% 21.94% 21.26% 20.66% 19.82

総 　 人 　 口 3,738 3,709 3,663 3,618 3,567 3,555 3,500 3,471 3,389 3,299

対前年度伸率 2.66% 5.65% 4.05% 4.31% 4.66% 2.16% －4.36% －3.91% －5.15% －6.57%

人

％

人

％

区　　分

老人医療費の状況

９年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 単位

医 療 費 総 額 431 435 473 479 468 503 528 470 446 463

対前年度伸率 －0.92% 0.93% 8.74% 1.27% －2.30% 7.48% 4.97% －10.98% －5.11% 3.81%

百万

％

区　　分

１人当たり医療費の状況

新郷村老人医療費の推移 受給者数

医療費総額

１人当たり医療費

医療費総額及び１人当たり

医療費は、いずれも費用額を

掲載しております。

９年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 単位

１人当たり医療費 658 629 660 635 595 627 687 637 637 708

医 療 費 総 額 658,015 628,613 656,944 637,816 595,420 626,401 687,500 636,716 637,485 708,230

千円

円

対前年度伸率 －3.49% －4.47% 4.51% －2.91% －6.65% 5.20% 9.75% －7.39% 0.12% 11.10% ％
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青森県交通事故相談所のご案内

　突然、交通事故にあうと慌ててしまい、損害賠償の請求
その他についてどうしたらよいか、とまどってしまいます。
　こんなときは、一日でも早く、青森県交通事故相談所へ
ご相談ください。
　県の交通事故相談所では、中立公正な立場で専門の相談
員が無料で相談に応じています。個人の情報は、厳守いた
します。
　面接相談、電話相談のほか、ファックスや手紙での相談
も受け付けていますので、お気軽にご相談ください。

◆相 談 日◆
　毎週月曜日から金曜日までです。（土日、祝祭日は休みです。）
◆相談時間◆
　午前８時３０分～午後５時１５分までです。
◆移動相談◆
　移動相談は、相談員がお近くの市役所等に出向き、相
談を行うものです。
　移動相談を行っている市は、現在、弘前市、八戸市、
黒石市、五所川原市、十和田市、三沢市、むつ市となっ
ています。
　移動相談はあらかじめ予約が必要ですので、交通事故
相談所へ問い合わせください。

青森県交通事故相談所
〒030－8570　青森市長島一丁目１番１号
　　　　　　 青森県庁舎　北棟１階
電話直通　０１７－７３４－９２３５（ＦＡＸ兼用）

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

　７月２１日から３１日までの１１日間、夏の交通安
全県民運動が実施されています。これは県民一人ひと
りに交通安全意識の高揚と交通ルールの遵守を習慣づ
け、交通事故防止の徹底を図るとともに、正しい交通
マナーを身につけることにより、安全で快適な交通環
境の構築を目指すものです。今回の運動の重点は次の
三つです。

１．子どもと高齢者の交通事故防止
２．自転車の安全利用の推進
３．飲酒・暴走運転の根絶

　家庭や地域や職場で、交通安全
意識の高揚につとめましょう。

平成19年夏の交通安全県民運動 不 法 投 棄 に つ い て

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

平成１９年度消防職員採用試験を次のとおり行います。
採用予定人員　初級（短大卒・高校卒）１６名程度
　　　　　　中級（大学卒）　　　　　５名程度
試　験　日　平成１９年９月３０日（日）
受験申込期間　平成１９年８月１４日（火）
　　　　　　　　　　～８月３１日（金）まで
　受験資格等詳細については、八戸消防本部管理課へ
問い合わせてください。
‡４４－２１３２
ホームページ　http://www.city.hachinohe.aomori.jp/koiki/

消 防 職 員 募 集

火事・救急・救助は119

県内の交通事故概況（平成19年） 青森県交通対策協議会19.6.30現在

＊（　）内は対前年比です。また、速報値のため後日変更することがあります。

毎月１日は「県民交通安全の日」１５日は「高齢者交通安全の日」

あなたも参加　わたしもやります  “交通安全”

死
者
の
状
態

発
生

死
者

傷
者

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

飲 酒 運 転 に よ る 死 者 1人（－２）

２０人（＋５）

１７人（＋７）

６人（＋２）

1人（－1）

高齢者の死者 ～65歳以上の人～

自動車乗車中の死者

非 着 用 死 者

着 用 し て い れ ば 助 か っ た と 思 わ れ る 人

６月中 ６月末累計

５２７件（＋３４） ３，１６２件（－３８４）

５人（±  ０） ３８人（＋  １３）

６６８人（±  ０） ４，０３５人（－５１４）

◆◆◆ 五戸消防署西分遣所からのお知らせ ◆◆◆

　消防署、消防団では「平成１９年８月１日（水曜日）」
から、火災と火災以外で出動する消防車等のサイレ
ンの鳴らし方を次のように改めます。

１．火災の場合
　建物火災や車両火災、林野火災などに消防車が
出動するときは、「ウーウー・カン・カン・カン」
とサイレンと鐘を交互に鳴らして走ります。

２．火災以外の場合
　交通事故等の救助や、救急車の応援等に救助車
や消防車が出動するとき
は、「ウーウー」とサ
イレン音だけで走ります。

消防に関する問い合わせは、五戸消防署西分遣所まで  ‡７８－２１１９

　新郷村では、最近不法投棄が多発しています。不法投棄
は廃棄物処理法により、禁止されています。不法投棄をし
た場合、５年以下の懲役または、１，０００万円（法人は
１億円）以下の罰金に処せられるなど厳しい罰則が設けら
れています。
　不法投棄で特に多いのは、エアコン・テレビ・冷蔵庫と
冷凍庫・洗濯機です。これら５品目は家電リサイクル法の
対象になるので、不要になった場合は、販売店や許可業者
に引き取ってもらってください。
　土地の所有者には土地を管理する責任と義務があります
ので、不法投棄されたら処理、処分をし
なければなりません。そのまま放置して
おくと更にゴミが増えていく可能性があ
ります。また、自分の土地に、廃棄物を
置いても（自動車・タイヤ・農機具・家
電製品等）不法投棄となりますので、ご
注意ください。
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免
除
や
納
付
猶
予
を
受
け
る
に
は
、
毎

年
申
請
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
し
か

し
、
全
額
免
除
ま
た
は
若
年
者
納
付
猶
予

が
承
認
さ
れ
た
方
は
、
翌
年
度
以
降
も
引

き
続
き
同
じ
申
請
を
行
う
と
い
う
意
思
表

示
が
あ
れ
ば
、
毎
年
度
の
申
請
書
の
提
出

を
省
略
で
き
ま
す
（
※
失
業
や
被
災
を
理

由
に
承
認
さ
れ
た
場
合
は
除
く
）。
た
だ

し
、
毎
年
、
社
会
保
険
事
務
所
が
免
除
基

準
に
該
当
す
る
か
要
件
審
査
を
行
い
、
審

査
結
果
を
通
知
い
た
し
ま
す
。
審
査
の
結

果
、
承
認
さ
れ
な
か
っ
た
方
で
半
額
免
除

等
の
承
認
を
受
け
る
場
合
に
は
改
め
て
申

請
が
必
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
お
住
ま
い
の
市
町
村
国
民
年

金
担
当
窓
口
ま
た
は
お
近
く
の
社
会
保
険

事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
老
齢
基
礎
年
金
は
、
原
則
と
し
て
65
歳

か
ら
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
希
望
に
よ
り
60

歳
以
降
、
繰
り
上
げ
て
受
け
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
し
か
し
、
受
け
よ
う
と
す
る
年

齢
に
よ
り
一
定
の
割
合
で
年
金
が
減
額
さ

れ
、
65
歳
以
降
も
一
生
減
額
さ
れ
た
年
金

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
（
繰
上
げ
支

給
）。

　
ま
た
、
繰
上
げ
支
給
を
始
め
た
後
は
、

65
歳
前
に
特
別
に
支
給
さ
れ
る
老
齢
厚

生
年
金
の
支
給
が
停
止
し
た
り
、
病
気
や

ケ
ガ
で
障
害
者
に
な
っ
て
も
障
害
基
礎
年

金
を
受
け
ら
れ
な
い
、
万
が
一
、
夫
が
な

く
な
っ
た
と
き
の
寡
婦
年
金
が
受
け
ら
れ

な
い
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　
一
度
繰
り
上
げ
請
求
を
す
る
と
取
り
消

す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
以
上
の
こ
と
を

ご
理
解
の
う
え
、
繰
上
げ
請
求
を
す
る
か

ど
う
か
は
慎
重
に
お
考
え
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
お
住
ま
い
の
市
町
村
国
民
年

金
担
当
窓
口
ま
た
は
お
近
く
の
社
会
保
険

事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
離
婚
し
た
場
合
に
、
婚
姻
期
間
中
の
厚

生
年
金
の
保
険
料
納
付
記
録
を
夫
婦
間
で

分
割
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成
19
年
４
月
１

日
以
降
に
成
立
し
た
離
婚
で
す
が
、
平
成

19
年
３
月
31
日
以
前
の
婚
姻
期
間
の
保

険
料
納
付
記
録
も
分
割
の
対
象
と
な
り
ま

す
。

　
分
割
割
合
は
夫
婦
間
で
協
議
に
よ
り
、

分
割
割
合
に
つ
い
て
合
意
の
う
え
、
原
則

と
し
て
離
婚
後
２
年
以
内
に
社
会
保
険
事

務
所
に
分
割
を
請
求
し
ま
す
。
合
意
が
ま

と
ま
ら
な
い
場
合
は
、
離
婚
当
事
者
の
一

方
の
求
め
に
よ
り
、
裁
判
所
が
分
割
割
合

を
定
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
分
割
割
合
に
つ
い
て
は
、
夫
婦
双
方
の

婚
姻
期
間
中
の
保
険
料
納
付
記
録
の
合
計

の
２
分
の
１
が
上
限
で
す
。

　
な
お
、
社
会
保
険
事
務
所
に
お
い
て
、

年
金
分
割
の
た
め
に
必
要
な
割
合
等
に
関

す
る
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

年　　金　　だ　　よ　　り

　
県
で
は
、
体
外
受
精
・
顕
微
授
精
の

「
特
定
不
妊
治
療
」
を
受
け
た
方
の
経

済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、「
青
森
県

特
定
不
妊
治
療
助
成
事
業
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
平
成
19
年
度
か
ら
は
、
１

組
の
夫
婦
に
つ
い
て
１
回
の
治
療
に
つ

き
10
万
円
を
限
度
と
し
、
１
年
度
当
た

り
２
回
ま
で
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
助
成
期
間

は
通
算
５
年
で
す
。

　
ま
た
、
県
で
は
不
妊
に
関
す
る
無
料

の
相
談
窓
口
を
弘
前
大
学
医
学
部
附
属

病
院
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
相
談
に
は

予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
三
八
地
域
県
民
局
地
域
健

康
福
祉
部
保
健
総
室（
℡
27
―

５
１
１
１
）

ま
た
は
県
こ
ど
も
み
ら
い
課
（
℡
０
１

７
―

７
３
４
―

９
３
０
３
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

全
額
免
除
・
若
年
者
納
付
猶
予

の
継
続
申
請
が
で
き
ま
す

老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ

請
求
は
慎
重
に

離
婚
時
の
厚
生
年
金
の
分
割

制
度
が
始
ま
り
ま
し
た

不
妊
の
支
援

青
森
県
の
不
妊
に
対
す
る

支
援
に
つ
い
て
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生食用
刺身用

冷やす！

すぐに！

よく洗う！

腸炎ビブリオ食中毒発生防止対策　食中毒防止のためのチェックポイント
＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

・表示を確認して買いましょう。生
で食べる魚介類には「生食用」
　「刺身用」「そのまま召し上がれま
す」などの表示がされています。

・魚介類は最後に買い、寄り道な
どせずに帰宅しましょう。
　　また、お店で氷を入れてもら
うなど、食品をなるべく冷やす
よう心掛けましょう。

・魚介類を持ち帰ったら、
すぐに冷蔵庫、冷凍庫に
入れましょう。

・魚介類は汁などが漏れな
いように、密閉容器など
に入れましょう。

・魚介類を調理するときは、他の
食品を汚染させないように専用
の包丁、まな板などを使用しま
しょう。

・魚介類は、水道水の流水で十分
に洗浄しましょう。

・まな板などは、洗浄後、さらに
熱湯で消毒しましょう。

・調理後の食品はすぐ食べましょう。
また、刺身などは冷蔵庫から出し
てから２時間以内に食べましょう。

・刺身や寿司が入った仕出し料理を
頼んだら、すぐ食べるようにしま
しょう。

・法事などで出された料理、特に刺
身などは絶対に持ち帰らないよう
にしてください。

チェック１ チェック２

チェック４チェック３

食品の購入 家庭での保存

調　理 食　事

　夏は、食中毒が多発する季節ですが、特に腸炎ビブリオによる食中毒は６月頃から発生し、
７～８月にかけて猛威をふるいます。
　腸炎ビブリオの特徴を知って、食中毒防止のためのチェックをしてみましょう。

〈腸炎ビブリオの特徴〉
①海水中に生息し、水揚げされた生の魚、貝、イカなどの魚介類に付着していること
②長時間の室温放置など不衛生な取扱いを受けると他の菌の倍以上のスピードで増殖すること
ただし　③低温（冷蔵庫内）に弱いこと　④真水（水道水に弱いこと）

『腸炎ビブリオ食中毒発生防止対策』

～通貨・証券などをお返ししています～

　税関では、お預かりしている次の通貨・
証券などをお返ししています。

○終戦後、外地から引き揚げてこられた方が、
上陸地の税関、海運局に預けられた通貨・
証券など。

○外地の集結地において総領事館などに預
けられた証券などのうち、日本に送り返
されたもの。

　返還の申し出は、ご本人ばかりでなく、
ご家族の方でも結構です。お心当たりの方
は、上陸地を所轄する税関または最寄りの
税関へお問い合わせください。

問い合わせ先
　八戸税関支所
　〒039－0831　八戸市築地街２丁目16番
　　　　　　　  ℡３３－０４２３

　土地を取得した方が、土地を取得した日から３年以
内にその土地の上に住宅を新築した場合、または土地
を取得した日から１年以内にその土地の上にある自分
で住むための建売住宅若しくは中古住宅を取得した場
合等には、次の条件に当たるとき、土地の不動産取得
税が軽減されます。
①住宅の床面積が、５０㎡以上２４０㎡以下などの要

件に該当する場合、不動産取得税が最低４万５千円
軽減されます。

②平成１５年３月３１日までに土地を取得していた場
合に限り、①の他に土地の税額の４分の１が軽減さ
れます。

　なお、土地と住宅の取得者が異なる場合でも軽減を
受けられます（中古住宅を除く）。また、これらの軽
減を受けるためには申告書の提出が必要です。
　詳細については三八地域県民局県税部課税第二課へ
お問い合わせ下さい。

問い合わせ先　三八地域県民局県税部　課税第二課
　　 ℡２７－５１１１内線２０９

終戦当時の引揚者の方々へ 不動産取得税の軽減制度

お持ち帰りは
なしよ！
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利 殖 商 法 に ご 用 心利 殖 商 法 に ご 用 心
　銀行預金の金利が低い近年の消費者心理に
つけ込み、様々な手口で「絶対にもうかる」
「高利回り」「高配当」「元本保証」などと
有利な点ばかりを強調し、金融商品などを勧
誘する商法が利殖商法です。
　本県においても、未公開株や商品相場など
に関する相談が後を絶ちませんが、最近は海
外事業や技術開発といった様々な名目で投資
をしないかと勧誘している情報が消費生活セ
ンターに寄せられています。
　利殖商法は、将来の生活に不安を抱く高齢
者をターゲットに、電話勧誘販売や訪問販売
で契約させるほか、友人に誘われて投資する
ケースも見られます。自分に十分な情報や知
識がないと思われる投資などはせず、「絶対
にもうかる話はない」と日頃から肝に銘じて
おくことが大切です。

と　き：８月３１日（金）　午前９時～午後３時３０分
ところ：農林総合研究センター藤坂稲作研究部　十和田市大字相坂字相坂１８３－１
　　　　ＴＥＬ：０１７６－２３－２１６５　　ＦＡＸ：０１７６－２３－２５３７

【催事内容】
　（１）講演会
　　　・「日本一健康な土づくり」について
　　　・新紫黒米品種「青系紫１５３号」、「青系紫１５４号」の特性と利用法について
　（２）試験ほ場の公開及び研究成果の紹介
　（３）優良米開発研究センターの公開
　（４）冷害研究資料館の公開
　（５）稲作・畑作なんでも相談コーナーの開設
　　　・稲作、畑作に関すること（栽培、品種、病害虫、土壌肥料など）について詳しくお答えします
　（６）品種紹介ミニツアー
　　　・品種育成の試験ほ場を中心に案内します
　（７）まっしぐら、新形質米の試食
　（８）農業機械、機具、資材の展示・販売
　（９）農業図書の販売
　（１０）農産物加工品展示即売
　※催事内容については変更となる場合がありますので、予めご了承ください。
　　詳しくは、農林総合研究センター藤坂稲作研究部　‡０１７６－２３－２１６５まで

【住民票コードについて】
　年金の現況届等に記載する『住民票コード』は、口頭ではお答えすることができません。
　住民票コードの記載された住民票を交付することは可能ですが、下記の条件を満たす必要があります。
　　①本人または本人と同一世帯の方であること
　　②来庁者の本人確認ができること
　　　※本人確認書類　運転免許証・住民基本台帳カード・保険証・年金証書・通帳等
　　ご不明な点は住民グループまで問い合わせください。　‡７８－２１１１（内線１１３）

　地域住民のみなさんへ児童委員※（主任児童委員）から
お願いします。
　子どもたちを児童虐待から守りましょう。多くの子
どもたちが児童虐待によって傷つき、成長・発達が妨
げられ、著しい場合は尊い命さえ奪われています。
　虐待はきわめて重大な人権侵害です。
　あなたの近くに虐待を受けていると思われる子ども
はいませんか。「おかしい」「何か変だ」と気づかれ
たら、どんな些細なことでも私たちにお知らせくださ
い。プライバシーは必ず守ります。
　私たち児童委員は市区町村、児童相談所などに協力
して、児童虐待の予防や対応を行なっています。
子どもたちのＳＯＳ（状況や様子の変化）に気づいて
ください。児童虐待をなくすために、地域の方々のご
協力をお願いします。
問い合わせは役場厚生グループまで
　　　　　　　‡６１－７５５５
※児童委員は、民生委員です。

利 殖 商 法 に ご 用 心
地域住民のみなさんへ

地域社会から児童虐待をなくしましょう！

青森県農林総合研究センター藤坂稲作研究部参観デー

－－ 住 民 票 コ ー ド に つ い て －－
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　青森・秋田・岩手の三県にまたがるトリコロールエリア、豊かな自然・心温まる人情・歴史ある文化など、
北東北１９市町村の「宝」をテーマに写真コンテストを開催します。

１．撮影場所トリコロールエリア内で撮影したものに限ります
【トリコロールエリアとは】
東北新幹線二戸駅を中心とした、青森県南・秋田県北東・岩手県北の３つの地域を３色（ＴＲＩ－ＣＯＬＯＲ）に
見たてた、交流エリアがトリコロールです
＜青森県南＞三戸町、田子町、南部町、新郷村（４町村）＜秋田県北東＞大館市、鹿角市、小坂町（３市町）
＜岩手県北＞二戸市、久慈市、八幡平市、一戸町、軽米町、葛巻町、岩泉町、洋野町、野田村、田野畑村、
　　　　　　九戸村、普代村（１２市町村）
２．作品テーマ
　①題　材「自由」部門＝トリコロールエリア内の「宝」をイメージした写真
　　　　　「課題」部門＝まつり、地域に伝わる祭事や年中行事、民俗など躍動感のある写真
　②サイズ２Ｌ判（デジタルプリント、銀塩プリント問わず）
３．応 募 締 切　平成１９年９月３０日（日）必着
４．応募上の注意
　・応募作品は未発表の自作品に限り、平成１８年１月１日以降に撮影したものとし、
　　一人１０点まで応募できます
　・単写真（一枚写真）のみとし、組写真は受付いたしません

問い合わせ先
　二戸市産業振興企画課観光物産交流室（カシオペアメッセ・なにゃーと内）
　ＴＥＬ０１９５－２３－７２１０　ＦＡＸ０１９５－２３－２３４３

◇科名、定員及び期間
　機械システム工学科　２０名　２年間
　（ＮＣ工作機械・アルゴン溶接・ＣＡＤ等）
　設備システム工学科　２０名　２年間
　（空調・給排水衛生・電気設備等の設計・施工・管理）
　自動車システム工学科　３０名　２年間
　（２級自動車整備士の養成）
　制御システム工学科　２０名　２年間
　（コンピュータ制御装置の設計・製作・プログラミング）

◇応募資格
志望科に対する興味と強い就職意識を有する高等
学校卒業者（平成２０年３月卒業見込みの者を含む）

◇願書受付期間
　平成１９年１０月２日（火）～１０月３１日（水）

◇選 考 日　平成１９年１１月１３日（火）

◇年間経費
　授業料…年額１１５，２００円（年４回の分納）

教 科 書 ・ 作 業 服 ・ 用 品 等 と し て 、 ２ 年 間 で
２２万円程度必要です。（研修旅行費含む）
※資格取得受験料等は実費となります。

問い合わせ先
〒039－2246
八戸市桔梗野工業団地二丁目５－３０
青森県立八戸工科学院（学生係）
ＴＥＬ２８－６８１１　ＦＡＸ２８－６８１５
URL　http://www.jomon.ne.jp/̃koukag1/
E－mail　ha-kouka@pref.aomori.lg.jp

作文の内容
・村民憲章の５つの章文いずれか、
　または全体に関すること。
・よりよい集落・地域・村づくりに関すること。
・明るい家庭・学校・団体づくりに関すること。
・村民の融和や、村おこしに関すること。
　※作品は未発表のものに限ります。

応募資格
・新郷村民、ならびに村内の事業所等に勤務する方。

応募方法
・４００字詰め原稿用紙１～４枚にまとめて、教

育委員会まで提出ください。
・作品には、題名（自由）・住所（学校名）・年

齢（学年）・氏名を記載してください。

応募締切　平成１９年９月５日まで

主　　催　新郷村教育委員会
　　　　　新郷村教育振興協議会

問い合わせはＴＥＬ７８－２１１１ 内線８０３まで

八 戸 工 科 学 院 学 生 募 集

第６回トリコロールふるさと写真コンテスト開催！

　ふるさとに寄せる想いをつ
づってみませんか？
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募 集 種 目
一 般 曹 候 補 生
航 空 学 生
看 護 学 生
防 衛 医 科 大 学 校 学 生
防 衛 大 学 校 学 生

応 募 資 格
１８ 歳 以 上 ２７ 歳 未 満
高卒（見込含）２４歳未満

〃

受 付 期 間
８月１日～９月７日

〃
９月１日～９月２８日

試 験 期 日
　９月１７日
　９月２２日
１０月１４日

高卒（見込含）２１歳未満 〃 １１月３・４日
〃 〃 １１月１０・１１日

男
子
・
女
子

※細部については、下記までお問い合わせください。
　自衛隊青森地方協力本部 八戸地域事務所（担当　平脇）‡４５－１９２０

　放送大学はテレビなどの放送により授業を行う通信制の大学です。働きながら
学びたい、生涯学習に興味があるなど、様々な目的で、幅広い世代の方が学んで
います。
　ただいま平成１９年１０月入学生を募集しています。詳しい資料を無料で送付
致しますので、お気軽にお問い合わせください。

○募集学生の種類
－教養学部－　科目履修生（６ヶ月在学し、希望する科目を履修）
　　　　　　　選科履修生（１年間在学し、希望する科目を履修）
　　　　　　　全科履修生（４年以上在学し、学士の学位の習得を目指す）

－大 学 院－　修士科目生（６ヶ月在学し、希望する科目を履修）
　　　　　　　修士選科生（１年間在学し、希望する科目を履修）

○受付期間　平成１９年８月１５日（水）まで

○資料請求・問い合わせ先
放送大学青森学習センター
　〒038－8560　弘前市文京町１　弘前大学５０周年記念会館内（‡０１７２－３８－０５００　　　　　　　　　　　　　　　　  ）

八戸サテライトスペース
　〒039－1102　八戸市一番町一丁目９－２２
　八戸地域地場産業振興センター「ユートリー」内（‡７０－１６６３　　　　　　　　　　　　　　　 ）

放送大学ホームページ　http://www.u-air.ac.jp

放 送 大 学 1 0 月 入 学 生 募 集

　西越地区は６月１３日、安全協会支部単位では県内

最長となる交通死亡事故ゼロ５０年を達成しました。

　同地区は１９５７（昭和３２）年６月１２日、トラック

による死亡事故以来、死亡事故が発生していません。

この快挙を地域住民で祝うため、五戸地区交通安全

協会西越支部（木村明支部長）は７月３１日に地元で

県警音楽隊を招いてパレードや記念式典などを行い

ます。県警音楽隊によるドリル行進や演奏会、カラ

ーガード隊のフラッグ演技も予定されています。

　村民のみなさんのご観覧とご声援をお願いいたし

ます。

～税務相談の体制が変わります～
　国税に関するご相談は、今後（平成１９年７月１０
日以降）、「電話相談センター」でお答えいたします。
お問い合わせ先の電話番号は、次のとおりです。
平成１９年１０月３１日まで　　‡４５－８７６６
平成１９年１１月１日以降　　　‡４３－０１４１
　また、税について知りたいときは、いつでも手軽
に税情報を入手できる「国税庁ホームページ」（ホ
ームページアドレス：ｗｗｗ．ｎｔａ．ｇｏ．ｊｐ）をご利用く
ださい。
　なお、面接による相談をご希望の方については、
あらかじめ税務署に相談の日時を予約していただき、
関係書類を持参の上、税務署の担当部署におい
でいただくこととしております。

人の動 き

男　1,570人（－１人）
女　1,668人（－２人）
計　3,238人（－３人）

世帯数966世帯（＋1世帯）
（平成19年7月1日現在）

平 成 1 9 年 度 自 衛 官 募 集 案 内

７月31日 税務署からのお知らせ
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佐藤　有紗さん（4才）

へらいほいくえんにサッカーのしあい
をしにいったよ。すっごくひろくてビッ
クリした！　くらいしほいくえんのおと
もだちとサッカーをしてとってもたのし
かった。また、サッカーしにいきたいなぁ。

鹿島　愛莉さん（5才）

サッカーたいかいにいってきたよ。へ
らいほいくえんのおともだちとしあいし
たよ。まいにちあつくてもがんばって
れんしゅうしたからかてたのかなぁ～！？
とってもたのしかった。

下村　竜聖くん（6才）

とってもあついひに、だいすきな
みずあそびをしたよ。おともだち
とみずのかけあいっこをしたり、
とてもたのしかったよ。またみず
あそびやりたいなぁ～！！

佐藤　涼夏さん（6才）

わたしのすきなみずいろのみずぎを
きて、みずあそびをしたよ。すこしみ
ずがつめたかったけど、とてもおも
しろかったよ。こんどはもっとおおき
いうみでみずあそびしたいなぁ

さ とう すず か しもむら さ とうりゅうせい か しま あい り あり さ

燃えるゴミ

収　集　日

戸来地区は毎週月曜日・木曜日（祭日も収集します）

西越地区（丹内沢含む）は毎週火曜日・金曜日（祭日も収集します）

食べ残しや廃棄食品をなくし、生ごみの排出抑制に努めましょう

予防接種相談日　毎週月曜日　正午～午後５時まで　TEL 61－7555

1 水

2 木

3 金

6 月

9 木

10 金

13 月

14 火

15 水

16 木

17 金

20 月

22 水

24 金

26 日

27 月

28 火

31 金

不用犬引取

五戸地方畜産共進会（間木ノ平）

粗大ゴミ処理券受付開始（～９日）

3歳児、4歳児健診

（13：00～13：20受付　総合福祉センター）

資源ゴミ（ペットボトル等２品目）収集日

物忘れ検診（～８日）　新郷温泉館臨時休館日

（10：00～12：00　総合福祉センター）

第４回どよう塾

新郷村戦没者追悼式

資源ゴミ（缶・新聞等5品目）収集日

行政相談　第39回成人祭

新郷温泉館送迎バス運休日（～16日）

終戦記念日（全国戦没者追悼式）

粗大ゴミ収集日

資源ゴミ（ビン・ペットボトル等２品目）収集日

人間ドック結果説明会（～21日）

母と子の栄養教室

（受付11：00～11：30　総合福祉センター）

燃えないゴミ収集日　２学期始業

第52回村民運動会

新郷温泉館休館日

人間ドック（五戸町健診センター）　

BCG予防接種

（13：00～13：30受付　13:30～接種　新郷診療所）

青森県戦没者追悼式

固定資産税・村県民税納期限

　7月6日（金）、今シーズン初めて、村営プールに
歓声がこだましました。訪れたのは新郷中学校の生
徒たち。先生の指導のもと、１年ぶりの水の感触を
楽しんでいました。

し
も
と
ち
た
な

ゆ
う

と

プールに大歓声プールに大歓声
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